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平成２１年度 特別研修 研修報告書  

音楽に対する感性を働かせながら音楽活動に取り組む児童の育成 

                            高校教育研究係  
見友 文子（小学校教諭） 
茂木 育子（小学校教諭） 
下谷 真弓（小学校教諭） 

Ⅰ 主題設定の理由 

新学習指導要領の改訂に伴う音楽科の目標の実現に向け、児童の感性を高め、思考・判

断し、表現する一連の過程を重視した指導が求められている。それは、多様な美しさをも

った様々な音や音楽を尊重する心・豊かな心を育む基盤となり、学校での知性と感性の調

和のとれた人間育成につながり、音楽教育における「感性育成」の目的であるとも考えら

れる。そこで、「思いや意図をもって歌唱表現しようとする児童の育成」「音楽の仕組みに

ふれ、音のおもしろさに気付く指導の工夫」「感受する能力を高める音楽活動の工夫」とい

った個人主題を設定し、それぞれの実践・検証を通して研究を進めれば指導や音楽活動の

工夫ができるであろうと考え、本主題を設定した。 
Ⅱ 研究のねらいと課題解決策 

１ 研究のねらい 

 音楽を特徴付けている諸要素に着目し、それらの働きから生み出されるイメージを感受

する能力を高め、音楽のよさに気付き、自分たちの「思い」や「意図」を表現することが

できるということを様々な音楽活動の実践を通して明らかにしていく。 
２ 研修計画 

時期 研修内容 研修過程 検証の観点・方法 成果物の概要

4 月 
5 月 
6 月 
 
 
 
 
7 月 
 
8 月 
9 月 
10月 
 
 
 
 
 
 
 
11月 
 
12月 
1 月 
 
2 月 

 

○「音楽科学習指導要領改訂の要点」に 
ついて研修 

○音楽班方向性について協議 
○音楽科研修講座「我が国の音楽文化の 
指導」について研修 

○研究の内容と方法の構想 
・音楽班共通主題設定、個人主題設定 
・研究のねらい、課題解決策 
・研究の見通し 
○学習教材作り、年間指導計画の見直し、授

業実践 
○音楽科研修講座「音楽づくり・創作の指導」

について研修 
○検証のための実践 
・授業実践（各学校） 
・授業実践・研究① 
（長野原町立応桑小 下谷真弓） 

・授業実践・研究② 
（富岡市立高田小 茂木育子） 

・授業実践・研究③ 
（下仁田町立下仁田小 見友文子） 

○研修結果の処理と考察 
・「研究概要説明書」提出 
・「研究概要説明書」修正 
・ぐんま教育フェスタパネル展示 
・「研究概要説明書」最終提出 

 
 
 
研究主題の決定

 
研究計画の作成

研究の推進 
 
実践と検証 
 
 
 
 
 
研究のまとめ 
 
 
研究成果の発信

１ 合唱・音楽づくり・

鑑賞における授業実践

の中で、音楽を特徴付け

ている要素に着目させ

る活動を取り入れるこ

とにより、音楽に対する

感性を働かせることに

つながったか。 
２ グループで自分の

思いを出し合い、表現を

工夫していく学び合い

の活動を取り入れるこ

とにより、音楽のよさに

気付きそれぞれがもつ

感性を高め合うことへ

とつながったか。 
・事前事後意識調査

への記入事項から

の考察 
・授業中の観察 
・ワークシートへの

記入の内容からの

考察  

☆４～６年 
年間指導計

画 
 
☆合唱・音楽

づくり・鑑

賞の学習パ

ターン 
 
☆学習指導案

 
☆ワークシー

ト 
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Ⅲ 課題解決のための具体的実践 

１ 授業実践 

 

        

 

小学校 ６学年 

題材名 曲想を生かして合唱しよう 

教 材 「マイ バラード」松井孝夫作詞／作曲   

学習活動・学習内容 

◆評価項目（評価の方法)【十分満足】 

時 間

(分)

支援及び留意点 

 

本時のめあてをつかむ 

・音楽の諸要素に気を付け範唱を聴き、そのよ 

さに気付き自分たちの表現に生かす活動をする。 

・本時は、これまでのグループでの話し合いをも 

とに、工夫した表現を発表することを確認する。 

 

10 ○音楽の諸要素の中から、左の３点に絞って聴

くよう助言してから短い曲を聴き、感じたこと

を話し合い、自分の表現に生かせるようにする。

○先に聴いた範唱で感じたことを生かしながら

歌えるようにする。 

グループごとの発表をする 

【グループⅠの発表】 

→リズム・音の重なりについての工夫 

（３連符をしっかり・自分のパートを大切に 

 しながら歌う） 

【グループⅡの発表】 

→強弱・音の重なりについての工夫 

（強く歌えばより大切なところが強調される。音が重なる

とよりきれいな音楽になることを意識して歌う） 

発表を振り返る 
・自分たちの発表を振り返り、 

友達からの意見も参考にし 
ながらよりよい表現を目指す気持ちがもてるようにする。 

20

 

 

 

 

10

 

 

 

 

 

○表現について話し合った結果を記入した拡大

譜を提示したり、自分たちが曲について工夫し

たところを述べてから歌ったりして、自分たちの思

いが聴き手に伝わりやすいようにする。 

○１グループ発表を終えるごとに、すぐにそれ

ぞれよかったところや感想などを発表し合い、

お互いを認め合えるようにする。 
○改善すべき点など、指摘されたことを参考に

してその場ですぐ歌い、よりよい表現のために

生かせるようにする。 

 

 

まとめをする 

・発表をした感想や本時に学んだことを記入する。 

・自分たちのよさや頑張りにも気付けるようにする。 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

♪・強弱 
・音の重なり 
・フレーズ 

グループで考えた工夫をもとに自分たちのマイ バラードを歌おう 

♪音色、リズム、 速度、 旋

律、強弱、 音の重なり、音階や

 調、拍の流れや フレーズ   
     など 

工夫した諸要素について着目し

た意見を出せるようにする。 

・リズムを正確に歌えた。 

・「きらめけ」の所をもっと音程を正しく大 

きな声で歌いたい。 

・他のグループの工夫も取り入れて歌いたい。

◆感受・表現の工夫   楽曲の構成を理解して【それらを生か

した】歌唱表現の工夫をしている。イ②（観察・発表の聴取） 

◆関・意・態  自分、あるいは友達の歌声や歌唱表現からその

よさや課題を発見しようとしたり、【音楽の諸要素を生かして】その

解決に取り組もうとしたりしている。 ア②（発表・ワークシート） 

児童のワークシートより 

思いや意図をもって歌唱表現しようとする児童の育成 

－音楽の諸要素を表現に生かす活動を通して－ 
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小学校 ４学年 

題材名 いろいろな音の違いを感じ取ろう   

教 材 オーラリー物語をつくろう（阪田寛夫作詞・ジョージプールトン作曲・長谷部匡俊編曲） 

学習活動・学習内容 
◆評価項目（評価の方法）【十分満足】 

時 間

(分)

支援及び留意点 

本時のめあてをつかむ 

・様子を思い浮かべながら「オーラリー」を歌お

う。 
・グループのオーラリーをつないで演奏する。 
・学習カードにめあてと工夫したい要素を書く。

「音楽の調味料カード」を黒板に貼ってから活動

を始める。 
《グループ》 ＜選んだ要素・理由＞ 
 
 
 
                      
 
 
グループごとに場面の様子を表すアンサンブル

を工夫する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
互いの演奏を聴き合う 

・２つのグループをつないで演奏する。 
・友達の演奏を聴いて、よかったところやアドバ

イスを発表し合う。 

10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 
 
 

・オーラリーに呼びかけるように、身体表現し

ながら歌うように助言する。前回工夫したグル

ープの「オーラリー」に朗読を入れながらつな

いで演奏してみる。 
・さらに、4 年生全体の音楽物語をよくできる

よう呼びかける。まだ表現されていない「オー

ラリー」の様子を児童から出させる。 
・学習カードにめあてを書き、工夫カードを黒

板に掲示することで、工夫したい要素（リズ

ム・速さ・強弱等）が明確になるようにする。

 
 
・自分たちの表現したいイメージに合わせて音

を探し、組み合わせや演奏順序、音の出し方な

どを工夫させる。 
・ホワイトボードを準備し、自分たちのイメー

ジした旋律を練習しながら書き込んでいくよ

うに指導しておく。そして、確定、修正、方向

を目で確認しながら進めていく補助となるよ

うなものとして利用させる。不完全なものでよ

いので、シートを書くことに力を入れすぎない

ようにし、練習時間を多く取れるよう話してお

く。 
 

 
・学級全体でつないで音楽物語にすることを確

認し、グループ相互のつながりも考えて、違い

を出せるよう、アドバイスし合うように促す。

音楽の仕組みにふれ、音のおもしろさに気付く指導の工夫 

－音楽づくりの活動を取り入れて－ 

オーラリーの様子がもっと分かるように

[速さ・リズム・強弱] を工夫しよう。 

◆ 感受・表現の工夫 場面の様子を表すリ

ズムや速さ、強弱などを【音楽の要

素や仕組みなどを考えながら】工夫

している。（グループ活動の様子観

察） 
♪（ア）音色・リズム・強弱・速さ 

鍵盤（低） 速さ 子守歌のように 

木琴 強弱 

うきうき、スキップリズム鉄琴 リズム

いそがしい・休みは小さく

・ 朝目覚めるオーラリーの様子を、ベルで表現する。 
・ くもの巣に水を忙しくかけるようすを木琴・鉄琴で表現

する。 
・ 種をまき、水をかけ、花をさかせる様子をキーボード（高）

で 3 種類に分かれて弾く。 
・ 夜がだいぶふけてきて、ゆったりしている様子をバスオ

ルガンで弾く。 
・ 月を見上げながらお友達とお話している様子をリコーダ

ーで表現する。 
・ 目覚め、鳥の鳴き声、水遊び、星、夢の中をシンバル・

擬音笛・トライアングル・タンバリン・箏・スズ・バーチ

ャイムであらわす。 
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感受する能力を高める音楽活動の工夫   
―鑑賞から表現への音楽体験を通して― 

 
小学校 ５，６学年 
題材名 曲想を感じ取ろう 
教 材 「木星」ホルスト作曲 

主な学習活動 
◆評価項目（評価の方法）【十分満足】 

時間

（分）
支援及び留意点 

○リズム打ちを行う。 
○「ふるさと」を歌う。 
○本時の学習のめあてを聞く。 
 

 
７ 

○雰囲気作りをする。 
○ふるさとでは自分が気を 
付けるポイントを選ばせる。 
 

○「木星」の中間部を聴く。 
○題名をあてる。 
 
 
 
 
○ポイント（音楽を特徴付けている要素）に

沿って 2 回聴く。 
 
 
 
 
 
 
 
○楽譜に照らし合わせて聴く。 
 
 
 
 
 
○全曲を聴く。 

５ 
 
 
 
 
 

15 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 

○「惑星」の中の１曲で 
あることを知らせ、自由 
に想像できるようにする。 
○感想を発表する時はな 
ぜそう思ったかを聞き、 
想像を深める。 
○一人一人が聴くポイン 
トを絞って聴く。 
○気付いたことを付箋紙 
に書きこみ、貼り出せる 
ようにする。 
○２回目はポイントを変 
えても同じでもよいこと 
を伝える。 
○自分が気付いた部分で 
挙手をし、理由を発表さ 
せる。 
○知っている音符や記号 
について発表する。 
○３拍子は振ってみる。 
○楽器についても聴くよ 
う助言する。 

○曲から感じたことを自由に発表し、イメー

ジに合った色を付ける。 
◆鑑賞の能力 
５年：情景を想像したり曲想の変化を感

じ取ったりして聴くことができる。

６年：曲想の変化を感じ取ったり、移り

変わっていく響きを味わったりし

ながら聴くことができる。 
エ①（発言・鑑賞の様子・学習カード）  

8 

○曲名と音楽について思 
ったことや想像したこと 
を自由に発表させる。 
○発表の際、 
どうして？ 
の部分が説 
明できるよ 
う助言する。 

曲を聴いて想像したことや感じたことを発表しよう

児童の反応 
曲名 木星・地球・土星 
速度 大きい、迫力がある、静か、自然が多い 
強弱 暗い、どっしり、丸い、自然が多い 

児童からの考え 
速度 ゆっくりで、大きい感じ。回っている感じ。

大きくて優しい感じ。 
強弱 なめらかで、波のような感じ。 
音程 低くて大きくどっしりしている感じ。 
   低い音でさみしい感じ。 
楽器 音の低い楽器で落ち着く感じ。 

確認した音符・記号 

       

    他 
児童がイメージした木星 
・黄色で星に囲まれている。にぎや

か。 
・黒くて大きい。・紫で落ち着いて

いる。 
・茶色で大きくどっしりしている。

・緑で自然がたくさんある。 
・赤でゆっくり回っている。

ワークシートより

・最初の部分はこれから星たち

が出発するような感じ。 
・速度からどっしりした大きな

星で、大きな木や大きな生き物

がいそう。 
・中間部はぐいぐい伸びていく

感じ。 
・ゆっくり回っている。ほかの

星も周りにある感じ。 
・繰り返しが多くて宇宙が広が

っていく感じ。 
・最初はいろいろな楽器で演奏

していてロケットが速く飛んで

いて、そのあと木星がゆっくり

出てくる感じ。 

５時間目終了後の児童の感想 
・自分たちで作った「木星」が楽器や速度で思い通り

に表現できてよかった。 
・曲のイメージを表現するのにはリズムや低音がとて

も大切だということが分かった。 
・一つにまとまって演奏することが大変だったけれ

ど、協力することができた。 
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２ 成果物の活用 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 研究の成果と課題 

１ 成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題 

・ 音楽を特徴付けている諸要素に着目させる活動については、児童の発達段階を踏まえ、

６年間を見通した計画を立てていく必要がある。 

・ 「このように表現したい」という自分の思いを明らかにし、音楽を特徴付けている諸要

素を操作し、その働きから生み出されるイメージをもとに表現できる児童を育成する。 

操作するん

だぁ！ 

曲名

作詞（   　　　　　　　    )

   

　　　～合唱の学習ステップ表～

作曲（　　　　　　　　　　　）

 ステップ　１　聴いてみる 　ステップ　２　歌ってみる 　ステップ　３　合わせてみる  ステップ　４　つくりあげる

　□　曲を聴く。

　□　感じたことを発表し合う。
　
　　♪　心に残ったのはどんな
　　　ところかな？
　
　□　歌詞を読んで内容を理解し、
　　　作詞者の思いを考える。

　□　もう一度聴いてみる。

　□　曲想を話し合う。
　
　　♪　音楽を特徴づけている要素
　　　をもとにして
　
　　　　　参考にしてね
　

　□　主旋律を歌ってみる。
　
　　・　□　ゆっくり歌ってみる。

　　・　□　リズムを正しく歌ってみる。

　　・  □　音程を正しく歌ってみる。

　□　副旋律を歌ってみる。

　　・　□　ゆっくり歌ってみる。

　　・　□　リズムを正しく歌ってみる。

　　・  □　音程を正しく歌ってみる。

　□　自分に合うパートを見付ける。

　　♪　声質、声域に合ったパートは
　　　　どこかな？

　□　パート練習をする
　
　　♪　リーダーを中心に、呼吸を合わせ

　　　たり、音色を合わせたりしながら、
　　　パートの声づくりをしよう！

　□　合わせて歌ってみる。

　　・　□　ゆっくり歌ってみる。

　　・　□　きれいな発音で、自分の
　　　　　パートの音程を正しく歌う。

　　・　□　他のパートの声をよく聴き
　　　　　ながら歌う。
　
　□　パート練習をする。

　　♪　合わせてみて、よく歌えなかった
　　　　ところを練習する。
　
　□　もう一度合わせて歌ってみる。

　
　
　
　　♪　音色　　　  ♪　リズム
　　♪　メロディ　 　♪　強弱
　　♪　フレーズ　　♪　音の重なり
　　♪　音階　　　 　♪　長調・短調
　　♪　反復　　 　　♪　問いと答え
　　♪　変化

　□　曲想を話し合って、演奏の仕方を

　　　工夫してみる。
　
　　♪　音楽を特徴づけている要素
　　　をもとにして。

　　♪　一番盛り上がるところはどこ？

　□　気持ちを込めて、美しい響きで
　　　ステキな合唱をする。

音楽を特徴づけて
いる要素

できたらチェック！

　　明るい声を出すには・・・
　１．お腹の体操　　「お腹の体操オホホホホ～♪　大きな声でアハハハハ～♪」

　２．頭声的発声　　のどの力をぬいて、すんだ柔らかい声が頭の方に響くように歌う。

　３．鼻だく音　　鼻に響かせて歌う。　　♪「お腹の体操」の時のお腹の使い方でね！

　４． 音色　　　　　同じ音程の音を高めと低めに歌ってみる。どっちがいい？

　

　　口を大きく開けるには・・・
  ４．発音　　　　 口をはっきり開けて　「アーエーイーオーウー♪」

　５．やまびこ発声　 遠くへ声を投げるように「ヤッホー！」

やってみよう！
～ステキな声づくりのために～

姿勢も気を付
けてね！

名前（　　　　　　　　　　　　　）  学習のはじ

めに学習パタ

ーンを児童に

提示して、見通

しをもった学

習ができるよ

うにした。 

感性を働かせる児童の育成 

・音楽を特徴付けている諸要素に着目させることで、活動のねらいを明確にし、ねらいにせ
まる取組をすることができた。 

・音楽を特徴付けている諸要素の働きから生み出されるイメージを感受する能力が高まった
ことで、音楽のよさを理解し、音楽活動を楽しむ児童が増えた。 

・お互いの気付きを学び合う活動を取り入れたことで、音楽を聴き深めることができ、感性
を高め合う学習活動ができた。 

思考力・判断力・感受力 

音楽を特徴付けている要素に着目させる活動を多く取り入れる 

歌うこと 

・要素を生かして歌うよさ 

・思いや意図をもって表現する 

ことの楽しさ 

聴くこと 

・要素を生かして演奏するよさ 

・曲の構成が理解できる聴き方 

・曲想の感じ取り方 

応用し、操作する力

演奏すること 

・要素を生かして演奏するよさ 

・仲間との思いを共有しながらつくりあげ

るアンサンブルの楽しさ 

操作する

んだぁ！ 

つくること 

・要素を生かしてつくるよさ 

・イメージにあった音の選び方 

・音楽を組み立てることの楽しさ 


